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№２３６１ 第１２回例会 ２０１４．９. ２５ 曇時々雨

点 鐘 ： 若鍋武良 会長 

進 行 ： 高島治雄 副 SAA 

ソング ： 我らの生業 

 

会長挨拶  

若鍋武良 会長 

 

皆様今晩は。本日は、三枝一雄会員ご夫妻を選

者に迎えての夜間月見句会です。今晩の月見句

会が、楽しく有意義な句会でありますよう願っており

ます。なお、句会の準備は、親睦担当部長の大網

会員はじめ親睦担当会員が整えてくださいました。

有り難うございました。 

俳句は「花鳥諷詠」の詩と言われます。川端康成

のノーベル文学賞記念講演「美しい日本と私」の一

節を飾った次の歌は、日本の四季の美しさと日本

人の心情を表しているとして有名です。即ち、鎌倉

時代初期に禅宗曹洞宗を開いた道元禅師の歌で

す。 「春は花 夏ほととぎす 秋は月 冬雪さえて  

涼しかりけり」 

日本の四季は、情緒に富み美しいものです。こ

の歌は、四季の移り変わりを愛で、四季それぞれの

美しさを詠んだものです。秋は月です。月見です。

今宵の句会を楽しんで下さい。 

 

委員会報告 

若鍋武良 会長  

第４分区 第２回会長・幹事会報告     

第２回会長・幹事会が去る９月１８日（木）にかず

さアカデミアで開催されました。その報告をします。 

（１）次年度（２０１５－２０１６）ガバナー補佐は 

  富津ＲＣ（神子恒会員）です。２０１６－２０１７年 

度のガバナー補佐は富津中央ＲＣです。 

（２）地区大会記念ゴルフ大会   

期日：１０月６日（日） キングフィールズＣＣ 

     ２００名応募で募集終了。 

（３）ＩＭについて 

期 日 ： １１月１１日（火） 

会 場 ： かずさアカデミアホール 

テーマ ： 『地域貢献活動への取組みと広報

について』 

パネルディスカッション（５名のパネラー）    

会員登録：今年度は出来る限り全員登録を予

定。各クラブ平均出席率―２０％を目標（当ク

ラブでは、１６名以上の参加の依頼）。  

登録期限：１０月１５日迄 

（４）地区大会   



期日：２０１５年２月２１日（土）・２２日（日） 

会場：アパホテル＆東京ベイ幕張ホテル 

（５）例会卓話依頼（上総ロータリークラブより） 

  期日：２０１５年３月１９日（木） 

  時間：１３時から３０分 

  卓話テーマ 「自分の職業について、またはロ

ータリー感」 

 

誕生祝 

 

三枝一雄 Ｓ７．１０．１２ 

 

誕生祝一言 

三枝一雄 会員 

 今夜は月見例会ということですが、早めに若鍋会

長から誕生祝を頂戴しました。私は昭和７年１０月 

１２日に生まれましたので、９月は母親のおなかの

中にいたのですが、お祝いごとは早い方がいいの

で、ありがたく感謝申し上げます。 

誕生日を迎えると､私は８２才になります。男性の

平均寿命は８０才代まで伸びましたが、それを超え

たので後は余生となります。幸い当クラブでは同級

生ですが先輩の志波・高島・千葉の３君が元気で

頑張っていますので、私も負けずにもう一度東京オ

リンピックを見たいと欲を出しております。 

これからもよろしくお願い致します。 

 ＜ 誕生日月の芒に祝われて ＞ 

 

 杜鵑草   

月見句会 

 

 
三枝一雄座長挨拶 

 

会員互選入選句 

孫帰る庭にかぼそき虫の声 

パリの絵にしみじみ想ふ去年の月 

文人の遺せる書庫や庭無月 

朝晩に変化がわかる虫の声 

金木犀この家で共に五十年 

墓参り心安らぐ彼岸花 

あと一句頭なやます月の句座 

大きめの団子でよかった今日の月 

十五夜やおぼろの様もまた一興 

露草の青にみとめる散歩道 

稲穂消え行き交ふ人も長袖に 

 

選句する会員たち 

浜宿の仲秋の廊つややかに 

敬老日妻としみじみ杯交わす 

秋風に押されて今宵句の席に 

台風の逸れし無月の宴かな 

満を持しつぼみ揃へる曼珠沙華 

秋夜空マリーンに奏でるプロの芸 

名月に孫が遊びし庭浮ぶ 

千葉一利 

平川恵敏 

三枝ふみ代

高橋裕之 

山田昌雄 

渡辺哲夫 

千葉一利 

志波 克 

高島治雄 

平川恵敏 

高橋裕之 

三枝ふみよ 

須藤  隆 

石渡  鋼 

三枝かずを 

志波  克 

若鍋武良 

若鍋武良



お盆過ぎ穏やかな日々秋彼岸 

遠花火今日は何処の村祭 

みどり濃き田園風景今こがね 

浜宿の窓辺に育つ新松子 

鈴虫やふと故郷の父母のこと 

十五夜も天気に勝てずまた来年 

紅白の今年も鮮やか曼珠沙華 

 

 

全員の句を読み上げる渡辺哲夫会員 

 

三枝かずを選 

◎浜宿の窓辺に育つ新松子 

朝晩に変化がわかる虫の声 

 病得て人のぬくもり曼珠沙華 

 秋風に押されて今宵句の席に 

◎敬老日妻としみじみ杯交わす 

◎金木犀この家で共に五十年 

大きめの団子でよかった今日の月 

露草の青にみとれる散歩道 

五十回忌終へし安堵の月明かり 

○遠花火今日は何処の村祭 

○玄関の飾りかはりて月の秋 

◎月を背に花火大輪咲き誇る 

百舌鳥一声鋭く天に突きささり 

◎文人の遺せる書庫や庭無月 

名月や足取り軽き帰り道 

満を持しつぼみ揃える曼珠沙華 

○台風の去りゆく毎に秋深く 

稲穂消え行き交う人も長袖に 

○浜宿の仲秋の廊つややかに 

あと一句頭なやます月の句座 

鈴虫やふと故郷の父母のこと 

○パリの絵にしみじみ想ふ去年の月 

 

三枝ふみ代選 

病得て人のぬくもり曼珠沙華 

○補聴器をつけて聞こえる虫の声 

○敬老日妻としみじみ杯交わす 

○台風の逸れし無月の宴かな 

金木犀この家で共に五十年 

○台風の余波のうねりや月の波 

○露草の青にみとれる散歩道 

遠花火今日は何処の村祭 

月を背に花火大輪咲き誇る 

○百舌鳥一声鋭く天に突きささり  

墓参り心安らぐ彼岸花 

○十五夜やおぼろの様もまた一興 

名月や足取り軽き帰り道 

孫帰る庭にかぼそき虫の声 

台風の去りゆく毎に秋深く 

稲穂消え行き交う人も長袖に 

○名月に孫が遊びし庭浮ぶ 

○美味しいね孫の手の中秋満載 

あと一句頭なやます月の句座 

 肌寒し心も寒し人恋し 

鈴虫やふと故郷の父母のこと 

○誕生日月の芒に祝われて 

朝晩に変化がわかる虫の声 

 幼子の声を聴きつつ豆を刈る 

◎特々選・○特選 

 

 

句会後の懇親会で志波会員乾杯 

 

 

 

 

三枝ふみ代

高橋裕之 

村田喜身江

石渡  鋼 

須藤  隆 

山田昌雄 

志波  克 

平川恵敏 

村田喜身江

石渡  鋼 

志波  克 

須藤  隆 

山田昌雄 

三枝ふみ代

平野安照 

志波  克 

高橋裕之 

高橋裕之 

三枝ふみよ 

千葉一利 

平川恵敏 

平川恵敏 

村田喜身江

須藤 隆 

須藤 隆 

三枝かずを 

山田昌雄 

三枝かずを 

平川恵敏 

石渡  鋼 

須藤  隆 

山田昌雄 

渡辺哲夫 

高島治雄 

平野安照 

千葉一利 

高橋裕之 

高橋裕之 

若鍋武良 

榎本守男 

千葉一利 

平野安照 

平川恵敏 

三枝かずを 

高橋裕之 

山田昌雄 

村田喜身江 

石渡 鋼 

高島治雄 

三枝ふみ代 

平川恵敏 

大網庄一郎 

大網庄一郎 



ニコニコ BOＸ 

 

山田昌雄 親睦担当委員 

 

＊三枝一雄   お久しぶりです。誕生祝を頂いて 

若鍋武良    三枝会員にご指導頂き 

大網庄一郎          〃 

志波 克         〃 

石渡 鋼         〃 

須藤 隆         〃 

山田昌雄         〃 

平野安照         〃 

渡辺哲夫         〃 

平川恵敏         〃 

高橋裕之         〃 

高島治雄         〃 

千葉一利         〃 

合計１５,０００円 

 

 

出席報告 

高橋裕之 委員 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 25/21 14 7  66.67% 

前回 25/23 20 3  86.96% 

 

編集後記 

 ここ数年恒例になった夜間月見句会例会は、三

枝会員ご夫妻のご指導の下で大変和やかな雰囲

気で行われました。会員が投句するうえで苦心して

いる様を謳っている句もあり、会員の真剣な取り組

みに感心させられました。 

私など季語の見分けもままならない俳句初心者

ですが、自然の中で浮かぶ情景をありのままに１７

文字の句にする難しさを感じながら、なんとか 3 句

ひねり出せた時の気持ちは宿題を終えた時のよう

なほっとした気分でした。句会に参加し、自分の句

が選句されれば嬉しい気持ちですが、それ以上に

多くの会員の句に接し、それぞれの風流への思い

に接する楽しさを味わえることに感謝したい気持ち

です。                       （須藤） 

 

吉野地区ふれあいの集い 

「吉野地区ふれあいの集い」の発表会に当クラブの

女子会と楽団が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 


